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1 はじめに
近年，様々な情報源に格納されているデータをWeb

ページとして出力することが重要なデータ処理の一
つとなっている．また，情報源として XMLの重要
性が増大している．我々は，XML上のWebビュー
構築を支援するためのツール AQUA の開発を行っ
ている [1]. AQUAの特徴の一つは，ユーザが XML

データの一部を用いてWebページの例を示すと，シ
ステムが情報源全体に対するWebビュー構築を行う
問合せを推論し実行する事である．その結果，Web

ビュー構築に必要なデータ抽出操作とページレイア
ウト操作の融合を実現している．それに対し，他の
Webサイト構築ツールではこれらの操作は全く別の
操作である．例えば，データ抽出は SQLで，レイア
ウト操作はGUIでという風に行う．我々の実験では，
AQUA を用いれば SQL等を全く知らないユーザで
もXML上にWebビューを構築出来ることが示され
ている．
　現在までのAQUAシステムでは，Webビュー構築
のためのXML操作を実行するために専用のエンジン
を利用していた．一方，XMLの問合せ言語としては
XQueryが標準となりつつあり，様々なXQuery処理
系が現れてきている．さらに，問合せ最適化などの
技法が発展するにつれ，ますます効率の良いXQuery

処理系が現れる事が予想される．そのため，AQUA

での XML操作を汎用の XQuery 処理系で処理でき
れば，より汎用性・実用性の高いWeb構築ツールと
なると考えられる．本稿では，AQUAの概要，およ
び AQUA におけるWeb ビュー構築のための XML

操作を XQuery として出力するための仕組みについ
て説明する．

2 AQUAの概要
図 1にAQUAのアーキテクチャを示す．AQUAの

画面は，情報源であるXML文書集合を表示させるた
めのDataBox(a)と，生成するWebビューのテンプ
レートを表示するためのCanvas(b)の2つのWindow

から構成される．DataBoxに表示されている XML

文書から，操作対象となる要素や値 (以下オブジェク
ト) を Canvasに Drag&Drop(以下 D&D) すること
で，Webビューを構築することができる. ユーザが
DataBox 中のオブジェクトを Exampleと指定する
と，そのオブジェクトに対する操作はそのオブジェ
クトが代表とするオブジェクト集合に対する操作と解
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釈される.この集合を TargetSetと呼ぶ. またあるオ
ブジェクトを Anotherと指定するとそのオブジェク
トも含むように TargetSetが広がる．Clueと指定す
るとそのオブジェクトに関する選択条件でTargetSet

を小さく出来る．複数のExampleオブジェクト間に
は関連がある．相対的な位置関係により決まる関連
を S-Associationと呼び，オブジェクトの値が同一で
ある場合に決まる関連を V-Associationと呼ぶ.

　DataBoxManager(c)は DataBoxを管理し，Tar-

getSet と Association の情報を導出する．Canvas-

Manager(d)はCanvasを管理し，grouping情報およ
び layout情報を導出する. QueryConstructor(e) で
XQuery問合せを生成し，XQueryEngineに実行させ
る.SiteConstructor(f)は，結果として得られるXML

文書から，HTMLや SMILページ群を生成する.
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図 1: AQUAの概要

3 操作例
本節では具体的な例 (図 2) を用いて AQUA の操

作を説明する．DataBox1(D1)には研究者の個人情
報 (名前，年齢など)のXML文書が表示されており，
DataBox2(D2)には書誌情報をもつXML文書が表示
されているとする．このとき「年齢が 25歳以上の著
者についてその著者毎の論文タイトルリストのWeb

ページを作成する．インデックスページには著者名
を表示し，論文リストへのリンクを示す．」という操
作を行いたいとする．その時の手順を以下に示す．

1. CanvasにHTML用スペースを２つ表示させる．
2. D2の“ Suzuki”を Exampleと指定する．次に
“ Sato”を Another 指定する．システムは，
Suzuki，Satoを含むすべての authorがこのEx-

ampleの TaragetSetに入ると推論する．
3. D1の“ Suzuki”を Exampleと指定する．2.で
指定した Example と値が同一なので，両者の
TargetSet 間には V-Association が生じる．V-

Associationとは TargetSetを等結合することを
意味する．

4. D1 の"26"を Clue と指定する．Clue の条件を



[�25]とする．この操作によって年齢 25歳以上
の authorのみが TargetSetに含まれる．

5. D1の"Suzuki"を D&Dする．
6. D2の"XML"を Exampleとして D&Dする．
7. D2の D&Dした"XML"を repetition と指定 (*

マークを追加)する．これにより同一著者の論文
のタイトルが 1つのページに集められる．

8. D1のD&Dした“ Suzuki”を repetitionと指定
する．これにより著者名が 1つのページに集め
られる．

9. HTML-1上の"Suzuki"をアンカーとしてHTML-

2へのリンクを作成する．
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図 2: 論文リストを生成する操作例

4 Webビュー構築のためのXQuery生成機構
AQUAのセマンティクスは，パス式と入れ子型リ

レーショナル代数によって定義されている [1]．本節
では図 1のQueryConstructor がWebビュー構築の
ための XQuery問合せを生成する仕組みを説明する．
この問合せの結果には，Webビューに必要な情報が
現れるが，レイアウトに関する情報は含まれない (図
3)．レイアウト情報を用いて最終結果を作成するの
は，SiteConstructorである．3節の例では，図 6の問
合せが生成される．生成に使われるのは，DataBox-
Managerから与えられたTargetSetとAssociation情
報 (図 4．3節の操作 2及び操作 4で指定された Tar-

getSetと，操作 3でのV-Associationの例)と，Can-
vasManagerから与えられたGrouping情報 (図 5)で
ある．それぞれの情報にある IDは，各 TargetSetを
代表する Exampleの IDである．
<result>
<item>
<o1>Suzuki</o1>
<rep>
<o3>XML</o3>
<o3>XQuery</o3>

</rep>
</item>
..

</result>

図 3: 生成される XMLの一部
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図 4: TargetSet/Association 情報
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図 5: Grouping 情報

1.LET $TR:=<result>{
2. FOR $p1 IN //prof/page/profile
3. FOR $o1 IN $p1/name/text()
4. FOR $o2 IN $p1/age/text()[.>=25]
5. FOR $p2 IN //papers/page/paper
6. FOR $o3 IN $p2/title/text()
7. FOR $o4 IN $p2/author//text()
8. WHERE $o1=$o4
9. RETURN <page><n-cond><o1>{$o1}</o1><o2>{$02}</o2>

</n-cond><o3>{$o3}</o3></page>
10.}</result>
11.RETURN <result>
12.{
13. FOR $t IN distinct($TR/page//n-cond)
14. RETURN <item>{$t//o1}
15. <rep>{
16. FOR $ta IN $TR/page
17. WHERE $t=$ta//n-cond
18. RETURN $ta//o3
19. }</rep>
20 </item>
21.}
22.</result>

図 6: 3節の操作例から生成される XQuery問合せ

はじめに Associationに基づいて各々の TargetSet

を結合する．具体的には，TargetSet情報と，Associ-
ation情報に含まれる S-Association条件を基にFOR

文を生成する (2-7行目)．次にV-Associationを基に
WHERE節を生成する (8行目)．さらに，RETURN
節を生成する．ここには，次の Nest 操作のために
<n-cond>タグを埋め込む．
　次に，grouping 情報の指示に従い Nest 演算に
相当する処理を行う部分を生成する (13-20 行目)．
<n-cond>タグは，Nest のための条件として利用さ
れる．データの重複を除去するため distinct関数を
利用する (13行目)． 以上の処理により XQuery 問
合せが生成される．
5 まとめと今後の課題
本稿では，XML上のWebビュー構築支援ツール

AQUA の概要，および，Web ビュー操作のための
XML問合せ生成機構について述べた．この機構によ
り，汎用のXMLエンジンのパフォーマンスを利用し
たWebビュー構築が実現可能になる．今後の課題と
しては，静的Webビューのための問合せだけでなく，
動的Webビュー生成をサポートするようなXML問
合せの生成メカニズムの開発などが挙げられる．
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